
狂言(万作の会) ゆとろぎ特別公演 

大ホール 3/1（火） 開場 18：00 開演 18：30   

今から 600 年ほど前、室町時代に能とともに成立した日本特有の伝統芸能『狂言』。演目の中には日常的な事柄や、庶民の誰もが持っている生活

感情の機微などが表現されています。野村万作・萬斎親子をはじめ当代一流の狂言師集団「万作の会」による、一流の狂言に触れる貴重な機会

です。お見逃しなく。  

出演者：野村万作(人間国宝）・野村萬斎・石田幸雄ほか万作の会／番組：舟渡聟（ふなわたしむこ）、蝸牛（かぎゅう）  

入場料：Ｓ席 4,000 円、一般前売り 2，500 円、当日 3,000 円、高校生まで 1,500 円＊未就学児入場不可[ゆ]・[ス]・[マ]・[に] 【全席指定】／※未就

学児は入場できません。／問合せ：ゆとろぎ ℡042-570‐0707 

 

＊プロフィール＊ 

野村 万作 のむら まんさく 

1931 年生。重要無形文化財各個指定保持者（人間国宝）。祖父・故初世野村萬斎及び父・故六世野村万蔵に師事。3 歳で初舞台。早稲田大学

文学部卒業。「万作の会」主宰。軽妙洒脱かつ品格ある芸で、国内外で狂言普及に貢献。ハワイ大・ワシントン大では客員教授を務める。秘曲『釣

狐』に長年取り組み、その演技で芸術祭大賞を受賞。他、紀伊國屋演劇賞、日本芸術院賞、紫綬褒章、坪内逍遥大賞、朝日賞、長谷川伸賞等、

受賞歴多数。02 年早稲田大学芸術功労者、08 年練馬区名誉区民。『月に憑かれたピエロ』『子午線の祀り』『法螺侍』等、狂言師として新たな試み

にもしばしば取り組み、現在に至る狂言隆盛の礎を築く。後進の指導にも定評がある。著書に『太郎冠者を生きる』（白水社 u ブックス）、『狂言三人

三様・野村万作の巻』（岩波書店）など。 

 

野村 萬斎 のむら まんさい 

1966 年生。祖父・故六世野村万蔵及び父・野村万作に師事。重要無形文化財総合指定者。3 歳で初舞台。東京芸術大学音楽学部卒業。「狂言

ござる乃座」主宰。国内外で多数の狂言・能公演に出演する一方、現代劇や映画・テレビドラマの主演、舞台『敦―山月記・名人伝―』『国盗人』な

ど古典の技法を駆使した作品の演出、ＮＨＫ『にほんごであそぼ』に出演するなど幅広く活躍。94 年に文化庁芸術家在外研修制度により渡英。芸

術祭新人賞、芸術選奨文部科学大臣新人賞、朝日舞台芸術賞、紀伊國屋演劇賞等を受賞。著書に『萬斎でござる』『ＭＡＮSAI◎解体新書』（朝

日新聞出版）、『狂言三人三様・野村萬斎の巻』（岩波書店）等。世田谷パブリックシアター芸術監督。 

 

石田 幸雄 いしだ ゆきお 

1949 年生。野村万作に師事。重要無形文化財総合指定者。宝生流・田崎隆三師と共に「雙ノ会」を主宰。すでに数多くの優れた舞台歴を持つ野

村家の重要な演者。大曲の『三番叟』『釣狐』『花子』をすでに初演。国内外で狂言・能公演に多数参加、普及に貢献している。06 年「雙ノ会」で芸

術祭大賞受賞。大胆かつ緻密な演技で、古典はもとより『国盗人』など新しい試みの舞台でも存在感を見せる。普及公演での的確な解説にも定評

がある。日本大学芸術学部・学習院大学非常勤講師。 

 

 

高野 和憲 たかの かずのり 

1972 年生。野村万作に師事。国立能楽堂・能楽三役第四期研修修了。能楽協会会員。万作一門の若手研鑽会『狂言ざゞん座』同人。すでに『奈

須与市語』『三番叟』『釣狐』を披き、「万作の会」の演者の一人として国内外を問わず狂言・能公演に出演。カルチャーセンターや大学のサークル

の指導のほか、新潟県柏崎市でも教室を持ち、普及に力を注いでいる。 

 

 

月崎 晴夫 つきざき はるお 

1964 年生。野村万作に師事。能楽協会会員。万作一門の若手研鑽会『狂言ざゞん座』同人。『奈須与市語』『三番叟』を披くなど古典狂言・能の舞

台に出演するほか、『法螺侍』次郎冠者役、『彦市ばなし』天狗の子役などで俊敏さを生かした演技を見せている。舞台『子午線の祀り』『国盗人』に

も出演。「万作の会」の海外公演にもたびたび参加している。 

 

 

竹山 悠樹 たけやま ゆうき 

1980 年生。野村万作に師事。能楽協会会員。万作一門の若手研鑽会『狂言ざゞん座』同人。5 歳の時に『茸』の立衆で初舞台後、『業平餅』稚児

役、『靭猿』子猿役を演じるなど幼少より舞台に立つ。既に『奈須与市語』『三番叟』を披き、「万作の会」の演者の一人として国内外の狂言・能公演

に参加している。 

 

 

岡 聡史 おか さとし 

1980 年生。野村万作に師事。後見や狂言の立衆などに出演している。 

 

中村 修一 なかむら しゅういち 

1989 年生。野村万作に師事。9 歳で入門後、子方として『魚説法』『太鼓負』などに出演。 

 

番組 

舟渡聟（ふなわたしむこ） 

 聟が初めて妻の実家に挨拶に行く途中、渡し舟に乗る。酒好きの船頭は、聟の持つ土産の酒に目をつけ、舟を漕ぐのをやめたり、激しく揺らせた

りして脅すように酒を飲んでしまう。舟を下りた聟は舅の家へ向かい、姑に歓待される。外出していた舅もやがて帰宅するが、聟の顔を見てびっくり

仰天。舅こそ先ほどの船頭だったのだ。舅は様を変え、顔を隠して対面するのだが…。 

 舟に乗っている様子を棹一本で表現する技、三人三様の人物と、狂言の醍醐味が堪能できる曲です。野村万作の至芸をお楽しみ下さい。 

 

 

舟渡聟 ≪語句解説≫ 

やばせのうら[矢橋の浦]…近江国(現在の滋賀県)の琵琶湖畔の地名。 

こんちょう[今朝]…けさ。今日の朝。 

みやこへんど[都邊土]…都近辺。 

さいじょうきちにち[最上吉日]…この上なくめでたい日。 

むこいり[聟入り]…結婚後夫が初めて妻の実家に行くこと。 



おおつまつもと[大津松本]…大津の東部の地名。 

おうみぶね[近江舟]…大津打出の浜から山田・矢橋への渡し舟。 

ろくなところ[ろくな所]…平らな場所。 

きょうざけ[京酒]…京または上方の酒。地酒の対。 

むさとした…考えなしな。無責任な。 

むしがとりのぼせて[虫が取りのぼせて]…気持ちが高ぶり心がはやること。 

ならざならぬ…ならずばならぬの省略形。 

あかとり[閼伽取り]…船底の水を汲み出す柄杓。 

むさかろう…汚かろう。 

もっけなふね[もっけな舟]…とんでもない舟。 

まいびろ[前廣]…前もって。 

かべにうまをのりかけるような[壁に馬を乗り掛けるような]…諺。突然または無理に物事をするたとえ。 

みたむない…みっともない。 

そうごう[相好]…顔つき。 

これのう…これの人。うちの人。ここでは舅をさす。 

えんにん[延引]…時間がかかる。予定が延びる。 

くちひび[口皹]…唇にできるかさぶた。 

 

 

 

蝸牛（かぎゅう） 

 修行を終えて帰る途中の山伏が竹やぶで休んでいると、主人の命で、長寿の薬になるという蝸牛（かたつむり）を捕りに太郎冠者がやってくる。太

郎冠者が山伏を蝸牛だと思い込み声をかけると、面白がった山伏は蝸牛になりすまして太郎冠者をからかう。さらに山伏は、囃子言葉に浮かれて

なら同行しようと、太郎冠者にかたつむりの囃子言葉を教え…。 

 観ていると心も体もうきうきとしてくる楽しい作品です。「でんでんむしむし」という囃子言葉が何回も出てきますので、登場人物と一緒に浮かれて

みてはいかがでしょうか。 

 

蝸牛（かぎゅう）《語句解説》 

おおみね[大峯]…大峯山の略。大和国吉野郡にある紀伊山脈中の連峰で、古来修験道の霊地として有名。 

かずらき[葛城]…今の奈良県と大阪府との分界にある葛城山脈。金剛山を主峯とし、大峯とともに修験道の霊地。 

しゃしんのおこない[捨身の行ひ]…肉体を捨てての仏道修行。 

おおぢご[祖父御]…おじいさん（祖父）の敬称。 

こうりょう[劫量]…年の功。 

かきゅう[過急]…非常に差し迫っていること。 

そつじ[卒爾]…突然。 

いっせつ[一切]…全然。いっさい。 

でざかまうちわろう[出ざかま打ち割らう]…「出ざ」は「出ずば」の縮まったもの。「かま」は蝸牛の殻のこと。「出ないならば、殻を打ち割ろう」の意。 

たのうだおかた[頼うだお方]…御主人。 

ぬかれおる…騙されおる。 

そこつせんばん[粗忽千万]…軽率この上もないこと。 

まいす[売僧]…悪徳の僧。または一般に人をののしって言う語。 

 

 

 


